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「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。
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　市川市は東京湾に面しているため、
昔から漁業が営まれています。
　市では、水産業への理解と消費拡
大のため「市川市魚食文化フォーラム」
を設立し、活動しています。２月21日に
行われた「海苔すき体験授業」も、この
活動の一環です。
　２月21日、行徳公民館で行われたの
は「魚のさばき方教室」。
　今回用意されたのは、わらさ・いなだ・あ
じ・いか。魚屋さんの指導を受ける皆さん

も、初めは不安そうでしたが、最後には
魚一匹三枚におろしていました。

　菅野にある白幡天神社で、毎年2
月20日恒例の「湯の花祭り」が行わ
れました。
　大釜にはグツグツとお湯が煮えた
ぎっていました。この「湯の花祭り」
は、熱湯を熊笹の大束につけて、参
詣者に振りかけ一年の無病息災を
願うものです。
　使った熊笹は、参詣者に配られ一
年間大切にお祀りし、来年の大釜の
お湯を沸かす火に使われるとのこと
です。

魚一匹 さばけますか？

煮えたぎった熱湯が「春」を呼ぶ 2月20日

　3月6日、市川小学校で「ジャンボのり
まき」づくりが行われました。教室に海苔
屋さんを迎え、市川の名産である海苔
の生態を学び、コンロであぶり匂いや味
を五感で学びました。
　そして体育館に移動し
て、ジャンボのりまき作りで
す。一列に並んだクラスの
みんなが、海苔屋さんの号
令のもと呼吸をあわせ回
転させると完成。恐る恐る
持ちあげてみると、確かに
繋がっていますね。

　それぞれの個性が詰まった一本の
「のりまき」は、みんなの心が一つになっ
た証です。

心はひとつ、12メートルの
ジャンボのりまきに

3月6日

　第二中学校では、東日本大震災で被
災した岩手県・宮城県の中学校を応援
するために、「二中版・トモダチ作戦」と名
付け様 な々活動に取り組んでいます。 
　その活動から、生徒たちの防災への
意識は高く、この日は震災の教訓の確
認と大災害の備えとして、防災教育「災

害時を想定した(避難所)給食」が行わ
れました。
　生徒は、「防災について考える」授業
と訓練を受け、給食の時間には、災害
時にライフラインが止まり、避難した想
定で生徒が校庭で昼食をとりました。

夢・命・絆 第二中学校で
災害時を想定した給食

3月7日

2月21日

市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

２,１６３人（3月19日現在）
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市川市役所フェイスブック 検索

　第１土曜日に発行する広報紙が12頁に
なりました。特別号の紙面のほとんどをこ
ちらに移行させて、全体の経費も削減でき
ました。
　カラーの特集面が２つになる他、新たに

スタートするものが２つあります。「歴史と
文化の散歩道」では、市川の歴史と文化を
毎月交互に紹介していきます。「トピック
ス」は、市内の旬な情報を発信している市
公式フェイスブックと、広報紙読者との垣根

を少しでも取り除ければと企画しました。
　その他、行政情報の掲載紙面にも工夫を
加えました。職員一同、これからも親しまれ
る広報紙を目指し頑張ります。編集後記


